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学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 間もなく 2月に入り今年度も 2ヶ月となりまし

た。３年生は受験に向けて不安と期待が入り混じっ

た時間を過ごしています。 

このところ、入試に向けて面接練習をおこなって

います。高校によっては学力試験のみの学校もあり

ますが、面接試験をしている学校もあります。 

 

さて、面接試験はなぜ必要なのでしょう？ 

 

実は私、高校・大学と推薦で入学し、試験は全て

面接でした。逆にペーパーテストのプレッシャーを

経験せず、教員採用試験はすごく緊張した覚えがあ

ります。 

 

余談はさておき、面接試験はなぜ必要なのでしょ

う。いい加減なことは言えないので調べてみまし

た。 

 

１． 総合的な評価のため 

 入試は学力だけでなく、個々の生徒の人格や資質

も考慮されます。面接は、学力試験だけでは測れな

い生徒の個性や能力、またその生徒が学校やクラス

でどのように適応できるかなどを評価するための手

段です。 

２． コミュニケーション能力の評価 

面接は生徒のコミュニケーション能力や表現力を

評価する機会です。これは将来、学校生活や社会で

の対人関係やコラボレーション能力に影響を与えま

す。 

３． 学校への適応性の確認 

面接では、生徒がその学校の環境に適応できるか

どうかを判断することもあります。学校が自身の文

化や価値観を持っている場合、それに合う生徒を選

ぶことができます。 

４． 継続的な学力評価の一部として 

面接は、学校が生徒を全体的に評価し、必要に

応じて支援や指導を行う上での一助となります。

生徒の将来の成長や発展を考慮に入れた判断が可

能です。 

 

ということは、面接は、生徒の学力だけでな

く、人間性や将来の可能性まで考えているという

ことですね。それでは、３年生の皆さん面接のポ

イントです。 

 

① 準備をしっかりとする 

面接に臨む前に、自己紹介や興味関心のある話

題、志望校への理由など、よく考え、練習してお

くことが重要です。 

② 自然な表現を心がける 

緊張や焦りからくる堅苦しい表現や言葉遣いは

避け、自然な会話を心がけましょう。自分らしさ

を出すことが重要です。 

③ 聞かれたことに正直に答える 

面接官が質問したことに対して正直に答えるこ

とが大切です。ウソや作り話はすぐに見破られま

すし、信頼を損なうことになります。 

④ 積極的に話す 

面接はあなたのアピールの場です。積極的に自

分の考えや経験を話し、自己主張することが重要

です。 

⑤ 身だしなみと態度 

面接では身だしなみや態度も重要です。清潔感

があり、礼儀正しい態度を心がけましょう。 

⑥ 緊張をコントロールする 

緊張は自然なものですが、自分なりにコントロ

ールするように心がけましょう。 

 

 面接準備は自分の将来設計を考えるチャンスで

もあります。この機会に将来の自分を創造してみ

てください。 



令和7 年度 留寿都中学校後期学校評価総括 

〜数値で見る成果と、真摯に向き合うべき課題について〜 

 後期アンケートの結果、多くの項目で前期を上回る評価

をいただきました。特に「学校

への信頼感」の向上は、本校に

とって大きな励みとなりま

す。一方で、教職員とご家庭の

意識の差も浮き彫りになって

おり、これらを次年度の重点

課題として全教職員で共有し

改善を目指します。 

1. 数値で見る「顕著な成果」 

• 学校への信頼感（問 9）：3.5 → 3.9 へ大幅向上 

情報発信の強化や各保護者面談を通じ、学校経営へ

の安心感が家庭に浸透していると考えます。 

• 地域連携の取り組み（問12）：保護者評価 2.5 → 

2.8 へ改善 全属性で最大の改善が見られました。

二学期のふるさと探究学習や3年生「村への提言」

の公開など今後も学校の取り組みが「見える」よう

に発信してまいります。 

• ICT・タブレットの活用（問 3）：生徒評価 4.6〜

4.7 を維持 一時的なものではなく、日常的な学習

ツールとして、本校では完全に定着しています。 

• 英語コミュニケーション（問 6）：前期より大幅改

善しましたが、依然として全項目中では最低スコア

（3点台前半）です。英語科を中心としながら、様々

な教育活動の中で外国語を活用し、生徒の意欲向上

を目指します。 

2. 真摯に向き合うべき「今後の課題」 

• 教職員評価とご家庭の実感との差が見られる項目

がありました。 

o いじめ防止（問5）： 教職員意識は 4.7 と

高い一方、生徒 4.2 保護者 4.0のスコア

です。前期より改善傾向ですが、家庭との

連携を密にし、生徒が持つ不安なサインを

見落とさない環境づくりが求められます。 

o 自己肯定感・支援（問4）： 教

職員 4.6 に対し保護者 3.7 と、

項目別で最大の差があります。

支援の状況が保護者に届ききっ

ていない現状があり、上記と同

様保護者との連携が必要です。 

• 授業スタイルの改善（問 2） 対話のある授業への

生徒評価が 4.3 → 4.1 へ微減しました。二学期

は学習内容が難しくなり、一斉授業が増えたことが

原因と考えます。単元の中に探究学習を盛り込み、

生徒が自ら考え、対話を通して解決する授業を大切

にします。 

3. 次年度に向けて 

1. 「見える化」のさらなる強化 授業中の対話や ICT

活用の様子を通信やSNS等で積極的に共有し、家

庭での会話のきっかけを作ります。 

2. 「伝わっているか」の再点検 三者評価が高い項目

に甘んじることなく、教職員間で共有して改善・継

続し、生徒の小さなサインを見逃さない体制を整え

ます。 

3. 主体的な学びの継続 「教

え込む授業」から「探究す

る授業」へ、生徒が主体と

なる場面をさらに増やし

ます。 

               （５点満点に換算しています） 

日 曜 
 

 

 バス 

1便 2便 

1 日      

2 月  ○ ○ 15:30 17:00 

3 火 全校集会・全校交流会 ○ ○ 15:30 17:00 

4 水  ○ ○ 15:30 17:00 

5 木 
参観日（１年生）PTA広報部活動 

部活動休養日 
× ○ 14:30  

6 金 栄養教諭訪問 ○ ○ 15:30 17:00 

7 土      

8 日      

9 月 
スキー学習（1,2年）③  

3年生面接練習（放課後） 
× ○ 15:30 17:00 

10 火 スキー学習予備日 ○ ○ 15:30 17:00 

11 水 建国記念の日     

12 木 
部活動休養日 

私立A日程入試① 
× ○ 14:30  

13 金 
放課後学習会 

私立A日程入試② 
○ ○ 15:30 17:00 

14 土      

15 日      

16 月 スキー学習予備日 テスト3日前 × ○ 15:30  

17 火 
私立B日程入試① 職員会議 

４時間授業 
× ○ 13:15  

18 水 私立B日程入試② 職員会議 × ○ 14:30  

19 木 
1、2年学年末テスト① 

1、2年4時間、3年6時間授業 
× ○ 13:30 15:30 

20 金 1、2年学年末テスト② 議案審議 ○ ○ 13:15 15:30 

21 土      

22 日      

23 月 天皇誕生日     

24 火  ○ ○ 15:30 17:00 

25 水  ○ ○ 15:30 17:00 

26 木 部活動休養日 生徒総会 × ○ 14:30  

27 金  ○ ○ 15:30 17:00 

28 土      

後期学校評価結果 生徒 保護者 教職員 

問1：学校の楽しさ・雰囲気 4.2 3.8 4.5 

問2：対話・話し合いのある授業 4.1 3.6 4.3 

問3：ICT・タブレットの活用 4.6 4.1 4.3 

問4：自己肯定感・支援の実感 4.0 3.7 4.6 

問5：いじめ防止・安心感 4.2 4.0 4.7 

問6：英語コミュニケーション 3.5 3.0 3.6 

問7：健康・体力・身体の学び 4.3 3.8 4.3 

問8：将来の夢・キャリア意識 3.9 3.5 4.4 

問9：学校への信頼感 4.2 3.9 4.6 

問10：自発的な調査・思考 4.2 3.6 4.3 

問11：友達との学び合い 4.4 4.0 4.6 

問12：地域連携の取り組み 3.4 2.8 4.3 

給 

食 

部
活
動 

２月行事予定 


